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1 はじめに
• 10月の図書館大会で発表した
← 2年前のこのグループの発表を元に
ただ、今年度の状況は把握していない

• 2021年度の開設大学のシラバスを収集した

1



2 現況
2.1 新規開設(予定)大学
• 放送大学
司書教諭科目+「学校図書館サービス論」のみ

• 桃山学院大学(通学生と“講習”と両方)

• 愛知大学
• 國學院栃木短期大学
• 四国大学(2022年度から)

→ 計39大学+1通信+1“講習”
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2.2 開設していない大学(のごく一部)

• 筑波大学
• 慶應義塾大学
• 立教大学(中村先生)

• 國學院大学(須永先生)

• 京都外国語大学(枝元先生)

• 京都産業大学(大平先生)
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3 カリキュラム上適合しない
大学

3.1 「特別支援教育」が必修でない
2019年4月1日以降「学校教育概論」代替の教職
科目は3科目から4科目に増えている
• A大学(「教育課程論」もない)

• B大学
• C大学
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3.2 「情報サービス論 / 演習」が全部
必修でない

•「情報サービス論」「同演習1」は必修だが、「同
演習2」は受けなくていい(D大学)

←「論」「演習1」も学校司書対応には見えない� �
この2科目の両方を履修した場合には，「学
校図書館情報サービス論」を履修したものと
読み替えることも可能� �
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3.3 「学校図書館サービス論」の代わり
に「図書館サービス概論」

• E大学
シラバスはふつうの「図書館サービス概論」
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4 シラバス上問題がある大学
4.1 「学校教育概論」に特別支援教育の

内容が入っていない
• F大学
• G大学
• H大学
• I大学
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4.2 「情報サービス論 / 演習」が
1)5)6)未対応

見るのが大変でできていません
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5 その他気づいたこと
•「図書館概論」も受けさせる同志社大学
•「情報資源組織演習」は2科目に分ける大学は
多い

•「学校司書に寄りすぎているシラバスはあった
か」も調べられていない
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